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情報セキュリティ新会社設立について 

 

三菱商事株式会社（以下、三菱商事）は、モバイル・ネットワーク等のソフトウェア開発

会社である株式会社システムプロ（本社：横浜市西区みなとみらい、社長：逸見 愛親）

と、情報セキュリティ事業における新会社を設立します。新会社「株式会社リエンクリプ

ション・テクノロジーズ（仮称）」は資本金 3 億円で、三菱商事が 65％、システムプロ

社が 35％出資します。 

 

新会社は三菱商事が開発を進め、製品化に至った情報セキュリティ製品「リエンクリプシ

ョンネクスト」の提供・運用・保守に係わる業務を当社から引き継ぎ、一層の事業拡大を

目指します。又、新会社はリエンクリプションネクストの企画・開発業務にも参画し、特

に、当面の主要マーケットである日本国内の顧客ニーズにより良く対応した製品・サービ

スの提供を目指します。 

 

「リエンクリプションネクスト」は電子ファイルの暗号化、及び操作ログ取得用ツールで、

情報漏洩の原因となるファイルの紛失・盗難、不正持ち出し、誤操作、意図的不正操作な

どへのソリューションです。独自の技術である「強制暗号化機能」により、いったん暗号

化されたファイルは、編集し別名保存されても（派生ファイル）、強制的に暗号化されま

す。個人情報のみならず企業機密の漏洩等、情報セキュリティの重要性が日々、増加する

昨今、既存の暗号化製品の機能では不十分と感じるハイエンド層から注目されています。 

 

三菱商事は、中期経営計画「INNOVATION 2007」の中で情報セキュリティを含む、セキュ

リティビジネスを将来の戦略分野と位置づけています。これまで独自に開発してきた「リ

エンクリプションネクスト」事業に、ネットワーク・ソリューション分野で高い技術力を

有するシステムプロ社と提携する事で、より品質の高い製品を実現し、情報セキュリテ

ィ・ソリューション分野における強力な拠点を作ることを狙いとしています。又、新会社

は三菱商事グループの組織である「三菱商事（株）情報セキュリティアライアンス（ビジ

ネス連絡会）」の一員として、他のアライアンスメンバーと連携し、総合的な情報セキュ

リティサービスの提案･提供も行う予定です。 

 

情報セキュリティ関連市場は急成長中であり、国内の暗号化製品関連市場に限定しても、

すでに 100 億円以上の規模と言われています。新会社は設立後、5 年以内に 10 億円程度

の売上高を見込んでいます。        



【参考資料】 

<新会社の概要（予定）> 

 会社名 ：株式会社リエンクリプション・テクノロジーズ（仮称） 

 所在地 ：東京都港区浜松町 2 丁目 4 番 1 号 

 設立日 ：2005 年 10 月 20 日予定 

 資本金 ：3 億円 

 社 長 ：山名 修一 

 資本構成：三菱商事株式会社 65%, 株式会社システムプロ 35% 

 事業内容：情報セキュリティ（情報の保護・再暗号化）に係わるハードウェア及

   トウェアの企画・開発・販売、並びにその運営・保守・受託 

 

 

<株式会社システムプロ> 

 所在地：横浜市西区みなとみらい 2 丁目 2 番 1 号 横浜ランドマークタワー 

 設 立：昭和 58 年 3 月 

 資本金：15 億 1,375 万円（平成 16 年 10 月 31 日現在） 

 社 長：逸見 愛親 

 売上高：30.9 億円（平成 16 年 10 月期連結） 

 従業員数：300 名（平成 16 年 10 月 31 日現在） 

 事業内容：モバイル・ネットワーク事業、ネットワーク・ソリューション事業 
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